
いられる防災設備としては，波浪を砕き波力を弱めるためのプ

ロ ッ クを擁壁のがl]l商に設けたり，また海浜の砂が迩び去られる

のを防ぐため， 沈床(木わくに石を対め，海岸線に平行におい

たもの)を設けたり， j~J水工(木わく に石を詰め，海岸線にT江戸1

またはある角度で海中に突出したもの)を設けたりしている。

河川に設けられる防災設備としては， 海と問機まず護岸擁壁

があるが， 河は海のように波浪はないので波止墜をつけないの

がザ巡である。そのほか護岸設備としては木工沈床，制水工の

ほか蛇簡(じぞかご)， 牛わく などが用いられている。

3 橋梁に関する設備

橋梁は主として河川を渡るときに用いられる設備であるだけ

に水告を受けやすく，また橋梁の災告は復旧にも っとも時日を

要するものである。橋梁が災害を受ける状態は第 1 に洗掬があ

る。橋脚の根が流水によって掘られるのであって， 完全に掘られ

ると倒践のほかはない。また流水圧あるいは流下物すなわち木

材 ・ 昔1t失家屋 ・

流失橋梁などが

~ Iかかると一回

大きな圧力を受

けるので， 写真

-4のようにj橋脚

は倒段し総桁

(けた)は流失す

る。

それでは災岱

防止としてわれ 写工H 橋脚倒段橋桁流失(茂市ひき目 JH!)

われは橋梁にし、かなる設備を行っているかということになるが，

まず橋梁下郎防造に対しては， 現行織|某l事荷重によって応力青1

;1').を行い ， ~t皮の不足しているものの取換を行っている。 級協|

平荷重は明治 26年ころ 37 t くらいであったものが， 現在 D50

形俄|誕l車で 127 t と なり ，構造物は経年により老朽してきてい

るにもかかわらず， 上にのる荷重の方は 3. 5 f音に変ってきてい

るのである。つぎは流水による洗倒である。河川は上流では勾

配(こうばい)が急なため， こう水ごとに洗捌が行われて谷はま

すます深 くなり ， 下流では上流から流れてきた砂際(されき)が

堆獄 (t.こいせき) して河床は年々高くなるばかりであって， それ

につれて上流の橋脚ば洗侃を受け，下流では桁下空間が少なく

なり，洗楓の心配のないかわりに桁

冠水の心闘がtl:\てきている。昭和 25

-27年度にわたる利板川橋梁の高上

工事はこのために行った一例である。

洗捌をいちじる し く受けた橋梁に対

しては，基礎を井筒に変更 して根入

をなし改築している 。また場所に よ

っては下流にj区虎(えんてい)を作り，

河床を高めて洗掘を防止する方法も

行われている。つぎは凍害対策であ

る。 多く は橋脚l頭部から亀裂が入り ，

程度の進んだものは縦に基礎に達す

るものもある。そうなる と橋脚全体

を取瞥えるより方法がない。また東

京と大阪においては地盤が沈下する

ために， 高架橋にいち じるしい損傷

を受けているので， 東京では有楽町・

新橋附の高架扶にう)橋に内閣にも

う一つの扶橋をかけるような型式の

lまうさいせつ

補強工事を行っており，大阪では橋脚基礎杭の腐食に対し，橋

脚基礎下を掘って杭頭を鉄筋コソクリ ー トに lt1替え， また橋梁

上部は高上工事を災施している。

以上はし 、ずれも列車

述行中にl'Tわれている

防災工事であるが， い

よいよ在米位位で施工

できなくなる と，線路

を変更して新設工事を

行い，そっくり I反瞥え

ることも行われている。

4 トソ不ノレの改築

ト γ ネノレが変状を受

ける原因は極々ある。

国鉄の ト ンネノレ全体の

28 % はすでに 40 年以

上経ったものであり ，

ほとんどがれんが造な 写真弓 ト γ ネル防水モルタルエlIJJ務
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